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一
関
西
大
学
所
蔵
萩
原
広
道
の
消
息
（
補
遺
）
関
西
大
学
図
書
館　
手
紙
を
読
む
会
一
、
は
じ
め
に
　
先
頃
、
萩
原
広
道
の
書
簡
六
通
が
新
た
に
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
消
息
シ
リ
ー
ズ
は
、
前
回
を
以
っ
て
一
応
翻
刻
作
業
を
終
え
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
そ
の
補
遺
と
し
て
右
六
通
を
収
め
る
こ
と
と
し
た
。
内
訳
は
鈴
木
髙
鞆
宛
が
五
通
、
大
阪
の
女
流
歌
人
重
松
鶴
子
に
宛
て
た
の
が
一
通
で
あ
る
。
　
な
お
、
関
西
大
学
図
書
館 
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
森
川　
彰
（
助
言
者
）、
大
国
克
子
、
池
尻
孝
子
、
長
谷
章
子
、
八
尾
奈
緒
美
、
　
　
　
　
瓢
野
由
美
子
、
中
川
敏
子
、
田
中
純
子
、
鵜
飼
香
織
二
、
翻　
刻
　
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
　
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
　
・
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
　
・
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
　
・
本
文
に
は
読
点
を
施
し
た
。
　
・
本
文
の
字
数
、
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。
　
・
追
而
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。
〔補第一の前部〕
萩原広道の消息（補遺）
二
〔補第六の末尾部分〕
﹇
補
第
一
（
嘉
永
元
年
カ 
月
未
詳
十
九
日
）﹈
一
六
・
一
×
五
六
・
二
糎
（
前
欠
）
○
別
帋
人
物
誌
之
事
承
知
仕
候
、
か
の
一
人
ツ
ヽ
詩
哥
を
集
候
も
の
ハ
こ
の
こ
ろ
彫
せ
居
申
様
子
ニ
承
候
、
不
日
ニ
出
来
次
第
さ
し
上
可
申
候
、
宜
様
奉
頼
候
、
此
段
御
心
添
返
々
奉
多
謝
候
、
さ
て
京
摂
之
人
云
々
の
事
承
知
ハ
仕
候
へ
と
も
、
何
は
か
り
も
人
物
無
御
坐
候
、
当
春
も
上
京
仕
彼
是
及
対
面
、
談
話
候
人
も
多
候
へ
と
も
、
か
の
地
も
一
昨
年
、
伴
、
穂
井
田
没
去
候
後
ハ
さ
し
た
る
人
も
見
え
不
申
候
、
本
居
家
に
て
ハ
学
文
も
哥
文
も
一
通
出
来
候
人
、
大
橋
長
広
斗
、
文
字
の
よ
め
候
ハ
隆
正
斗
ニ
而
、
あ
と
ハ
悉
皆
哥
よ
み
ニ
而
御
坐
候
、
そ
れ
も
大
方
語
格
も
か
な
も
違
ひ
か
ち
な
る
様
ニ
見
え
申
候
、
近
来
ゟ 
皇
国
学
ニ
志
候
人
な
か
ら
、
立
論
の
を
か
し
き
ハ
画
人
の
中
林
竹
洞
な
と
お
も
し
ろ
く
候
、
乍
去
、
是
ハ
一
向
大
あ
ら
め
の
事
ニ
而
、
委
曲
の
事
ハ
出
来
不
申
候
、
儒
家
ニ
て
ハ
国
史
畧
の
作
者
岩
垣
松
苗
、
未
存
生
ニ
御
坐
候
、
此
外
ハ
先
払
地
之
体
ニ
見
え
申
候
、
景
樹
、
季
鷹
な
と
虚
名
家
に
て
ハ
ら
ひ
し
か
と
も
、
其
節
ハ
何
分
盛
な
る
事
ニ
御
坐
候
処
、
そ
の
あ
た
り
も
頓
と
さ
ひ
し
く
御
坐
候
、
当
地
ニ
而
ハ
西
田
之
外
ハ
歴
史
学
の
御
坐
候
人
も
門
戸
を
張
た
る
中
ニ
ハ
な
き
様
子
ニ
御
坐
候
、
村
田
嘉
言
ハ
家
学
を
守
り
て
哥
学
ハ
少
し
御
坐
候
、
其
余
ハ
御
存
し
熊
谷
氏
、
さ
て
ハ
高
橋
残
夢
、
此
二
人
ハ
景
樹
風
也
、
二
条
ニ
而
有
賀
長
隣
、
こ
れ
ハ
よ
ほ
と
才
子
と
相
見
え
、
哥
も
書
も
見
事
ニ
候
へ
と
も
、
哥
よ
み
と
申
事
に
て
糊
口
せ
ん
と
い
た
し
候
故
、
常
ニ
窮
乏
ニ
而
不
埒
之
借
財
な
と
有
之
哉
、
人
か
ら
の
わ
る
い
と
申
事
斗
評
判
仕
候
、
夫
故
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三
近
所
な
か
ら
出
会
不
仕
候
、
大
抵
先
此
位
の
事
ニ
而
御
坐
候
間
、
紙
数
の
十
枚
と
も
出
来
不
仕
勢
、
さ
り
と
ハ
歎
息
之
外
無
御
坐
候
、
さ
て
諸
国
有
名
家
を
も
入
候
ハ
ヽ
、
大
抵
出
来
可
仕
候
へ
と
も
座
位
の
論
を
申
出
候
て
、
や
か
ま
し
か
る
へ
く
と
相
考
申
候
、
そ
れ
も
平
穏
ニ
考
候
而
、
如
是
人
ハ
如
是
能
あ
り
と
申
候
ハ
ヽ
又
々
数
人
ハ
有
ま
し
く
覚
申
候
、
と
に
か
く
に
む
つ
か
し
き
事
ニ
御
坐
候
、
惣
而
都
会
之
学
問
ハ
甚
浮
薄
な
る
事
ニ
て
田
舎
ニ
而
篤
実
ニ
致
候
人
な
と
出
来
候
ハ
ヽ
、
店
ヲ
張
た
る
人
の
中
ニ
而
、
愚
生
か
旧
友
二
三
人
之
者
ニ
も
及
ま
し
き
か
見
え
申
候
、
さ
れ
と
も
見
聞
を
繕
ひ
、
愚
俗
を
服
し
候
事
ハ
大
ニ
上
手
故
、
大
名
を
轟
し
候
事
も
御
坐
候
ニ
や
、
こ
れ
を
品
評
仕
候
ハ
ヽ
、
大
抵
有
名
家
之
中
ニ
ハ
さ
し
た
る
人
物
ハ
な
く
、
却
而
田
舎
ニ
蟄
し
候
人
之
中
ニ
あ
な
と
り
か
た
き
人
ハ
多
か
る
へ
く
と
奉
存
候
、
地
勢
情
態
御
勘
考
可
被
下
候
、
田
舎
ハ
、
こ
れ
よ
り
ハ
余
ほ
と
人
物
多
く
見
及
申
候
、
尊
兄
并
近
藤
氏
な
と
ハ
不
及
申
、
関
政
方
、
藤
井
高
枝
、
業
合
大
枝
、
秋
元
安
民
、
大
野
清
別
、
斎
藤
守
澄
、
長
沢
伴
雄
、
山
川
正
宣
な
と
、
近
国
ニ
而
心
安
く
仕
候
人
々
、
い
つ
れ
も
〳
〵
か
の
形
容
家
の
学
と
ハ
、
雲
泥
の
様
ニ
相
考
申
候
、
当
地
ニ
而
も
蟄
伏
し
た
る
者
ニ
ハ
、
又
人
物
も
御
坐
候
ニ
や
、
先
頃
名
所
集
覧
と
申
書
、
山
の
部
斗
五
冊
出
板
し
た
る
松
下
誠
明
と
申
者
ハ
、
立
売
堀
ニ
而
松
屋
四
郎
兵
衛
と
申
町
年
寄
の
よ
し
ニ
候
処
、
哥
よ
む
者
ニ
尋
合
候
へ
と
も
、
一
人
も
知
た
る
者
た
に
無
御
坐
候
、
然
れ
と
も
名
所
の
せ
ん
さ
く
仕
候
手
際
、
中
々
愚
生
な
と
の
可
及
事
ニ
ハ
無
御
坐
候
故
、
さ
ま
〳
〵
と
し
て
尋
中
り
申
、
近
々
是
非
対
面
可
致
と
促
し
居
申
候
事
ニ
御
坐
候
、
左
候
ヘ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
損
）
と
て
も
静
ニ
蟄
し
居
候
人
の
か
た
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
損
）
も
し
く
相
見
え
候
ヘ
ハ
品
評
の
事
　
　
　
　
　
　
　
（
破
損
）
拙
作
ハ
今
少
し
見
合
可
申
歟
と
も
相
考
申
候
、
此
段
如
何
被
思
召
候
哉
、
少
し
も
無
御
介
意
御
賢
案
承
度
奉
存
候
、
但
し
毎
々
御
芳
意
も
難
黙
止
、
且
又
仰
之
通
挙
名
の
一
件
ハ
、
全
く
か
様
之
事
之
う
へ
迄
考
る
と
不
考
と
に
よ
り
可
申
相
考
候
ヘ
ハ
、
何
そ
さ
る
者
尋
出
し
、
を
し
へ
て
さ
せ
可
申
と
も
相
考
申
候
、
分
別
付
候
ハ
ヽ
、
又
々
御
相
談
可
申
上
候
、
呉
々
も
存
寄
一
杯
ニ
申
上
、
恐
入
奉
存
候
へ
と
も
御
懇
意
ニ
被
仰
下
候
故
、
心
緒
之
通
申
述
候
、
返
々
御
恕
免
可
被
下
候
、
此
一
書
ハ
御
覧
後
早
々
御
投
火
奉
頼
上
候
、
○
先
日
短
尺
数
葉
頂
戴
候
中
、
広
島
岡
田
氏
の
哥
別
而
お
も
し
ろ
く
承
申
候
、
是
ハ
か
の
厳
島
名
所
の
作
者
ニ
御
坐
候
哉
、
い
ろ
〳
〵
相
尋
度
事
も
御
坐
候
間
、
何
卒
追
々
御
紹
介
被
下
度
候
、
当
秋
罷
下
候
ハ
ヽ
、
帰
路
ニ
ハ
必
対
面
も
仕
度
と
相
考
居
申
候
、
○
上
司
氏
父
子
へ
宜
様
、
御
伝
声
奉
頼
上
候
、
寛
次
殿
も
五
月
時
分
ニ
ハ
出
坂
と
の
事
承
置
申
候
、
い
よ
〳
〵
左
様
ニ
而
候
哉
、
相
楽
居
申
候
、
大
ニ
心
せ
き
候
ま
ゝ
先
今
便
ハ
如
此
申
上
候
、
怱
々
以
上
　
　
十
九
日
﹇
補
第
二
（
嘉
永
二
年
八
月
十
一
日
）﹈
一
六
・
一
×
七
〇
・
五
糎
爾
来
弥
御
壮
栄
被
成
御
坐
、
珍
重
之
至
、
奉
欣
賀
候
、
随
而
茅
屋
無
異
義
消
光
仕
候
条
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
去
月
十
三
日
忽
然
と
し
て
真
珠
出
来
り
、
対
面
仕
候
、
去
年
已
来
御
近
辺
徘
徊
、
去
十
二
月
児
島
へ
帰
り
、
当
春
又
々
備
中
へ
出
、
そ
れ
ゟ 
播
州
路
へ
か
ゝ
り
妻
子
ヲ
大
坂
へ
出
し
置
、
直
ニ
上
京
、
夫
ゟ 
三
十
日
余
過
候
て
参
候
と
の
事
也
、
萩原広道の消息（補遺）
四
色
々
御
近
辺
之
噂
と
も
ゝ
承
知
仕
、
且
段
々
御
配
意
被
下
候
義
も
申
出
、
大
悦
仕
居
申
候
、
両
三
度
も
拙
家
へ
参
り
、
か
の
妻
子
ヲ
預
居
申
し
候
旅
宿
へ
も
一
両
度
参
り
、
船
遊
ニ
も
一
夕
同
道
い
た
し
な
と
緩
々
相
咄
申
候
、
然
ル
処
、
京
都
ニ
て
借
屋
ヲ
か
り
医
業
初
候
と
て
、
去
月
末
又
々
上
京
仕
候
、
乍
去
、
ヤ
ハ
リ
か
の
玉
粲
女
史
と
申
者
と
一
処
ニ
落
着
仕
、
木
屋
町
辺
の
貸
座
敷
ニ
て
同
宿
仕
候
と
の
事
、
他
人
ゟ 
承
り
申
候
、
野
生
抔
ニ
ハ
野
之
口
隆
正
塾
ニ
入
居
申
候
間
、
万
事
か
し
こ
へ
文
通
致
候
様
な
と
申
居
候
也
、
是
ハ
哥
よ
み
と
申
も
の
ゝ
世
途
の
む
つ
か
し
き
事
抔
論
し
候
故
、
野
生
ニ
ハ
医
業
と
申
候
へ
と
も
、
実
ハ
や
ハ
り
、
か
の
女
史
同
道
ニ
て
漫
遊
ニ
出
候
し
た
く
み
も
御
坐
候
歟
と
相
察
申
候
、
扨
々
こ
ま
り
た
る
物
ニ
御
坐
候
、
か
の
女
の
事
ハ
毫
も
不
申
出
、
知
ら
ぬ
顔
ニ
て
居
申
候
へ
と
も
、
余
り
ニ
聞
か
ね
候
事
も
御
坐
候
而
、
別
レ
き
ハ
ニ
少
々
議
論
い
た
し
候
処
、
決
而
妻
子
ヲ
捨
て
一
処
ニ
成
候
な
と
ゝ
申
様
な
る
事
ハ
な
く
、
か
の
息
子
ゟ 
た
の
ま
れ
候
事
も
御
坐
候
故
、
京
類
家
へ
送
届
候
斗
也
、
な
と
申
居
候
故
、
強
て
も
諫
不
申
候
、
さ
れ
と
も
世
評
ハ
益
あ
つ
か
ま
し
く
聞
え
申
、
気
毒
之
至
ニ
御
坐
候
、
何
卒
夢
覚
候
ヘ
ハ
宜
し
く
存
候
事
也
、
日
高
春
国
と
名
を
も
改
申
候
と
そ
、
此
等
之
一
件
ハ
至
而
御
秘
し
可
被
下
候
、
唯
色
々
御
深
切
ニ
被
成
候
人
の
事
故
、
先
内
啓
仕
候
迄
ニ
御
坐
候
、
○
萩
田近　
藤
0
中0
氏
ハ
、
其
後
如
何
御
坐
候
哉
、
返
々
も
あ
た
ら
し
く
奉
存
候
、
紀
州
諸
平
も
益
平
復
之
由
ニ
ハ
候
へ
と
も
、
何
角
悪
評
絶
不
申
、
狂
ハ
全
く
罪
ヲ
恐
れ
て
偽
な
り
し
な
と
も
申
候
、
追
々
右
一
件
何
事
か
片
付
次
第
当
地
へ
出
候
而
、
哥
宗
匠
被
成
候
都
合
ヲ
、
門
人
共
之
方
へ
談
来
候
抔
も
承
申
候
、
長
沢
も
何
か
国
ニ
ハ
居
ら
ぬ
抔
と
も
申
事
ニ
候
、
江
戸
ヘ
出
候
と
も
、
京
と
も
、
大
坂
と
も
色
々
ニ
取
沙
汰
仕
、
此
節
ハ
一
向
行
方
定
か
に
知
レ
不
申
候
、
夫
故
文
通
も
見
合
居
申
候
、
是
も
何
角
悪
評
い
た
し
候
へ
と
も
、
よ
も
や
さ
る
事
ハ
な
か
る
へ
し
と
存
居
申
候
、
其
外
当
所
ニ
て
ハ
嘉
言
ハ
没
去
仕
、
西
田
氏
ハ
去
月
廿
五
日
俄
ニ
被
召
候
而
、
小
倉
ヘ
参
り
直
ニ
役
替
ニ
相
成
申
候
、
是
ハ
何
角
様
子
わ
か
り
不
申
候
、
先
立
身
之
方
と
ハ
聞
え
候
へ
と
も
、
俄
之
引
払
に
て
お
ほ
つ
か
な
く
覚
申
候
、
此
仁
ハ
格
別
入藝嵬
ニ
い
た
し
、
書
籍
類
も
年
中
借
用
し
て
く
つ
ろ
き
居
候
処
、
俄
ニ
引
集
メ
返
し
候
而
、
木
か
ら
落
た
猿
の
こ
ゝ
ち
ニ
而
困
入
申
候
、
御
察
し
可
被
下
候
、
と
に
も
角
に
も
皇
朝
之
学
者
ハ
、
浪
人
抔
ニ
て
ハ
糊
口
む
つ
か
し
く
、
末
ハ
無
持
操
事
ニ
流
れ
や
す
き
事
と
存
申
候
、
其
持
操
な
き
を
見
て
、
教
訓
の
説
な
き
故
な
と
申
論
も
起
候
に
や
、
返
す
〳
〵
も
歎
息
之
至
ニ
御
坐
候
、
何
卒
京
坂
ニ
今
少
し
慥
な
る
人
物
も
出
来
候
ハ
ヽ
と
、
夫
の
ミ
相
待
居
申
候
、
是
等
之
事
ニ
付
て
も
色
々
奉
啓
度
事
も
御
坐
候
へ
と
も
、
口
達
な
ら
て
ハ
難
尽
御
坐
候
、
当
年
参
上
之
砌
万
々
可
申
尽
候
、
罷
出
候
も
、
秋
を
ハ
過
す
ま
し
く
と
存
居
候
処
、
い
ろ
〳
〵
の
わ
つ
ら
ひ
御
坐
候
而
、
今
少
し
決
着
不
仕
困
入
申
候
、
筆
一
本
ニ
而
他
人
之
見
継
を
も
受
不
申
候
、
世
の
あ
な
と
り
を
防
候
而
、
身
立
仕
候
苦
心
息
も
継
あ
へ
ぬ
斗
之
情
景
、
万
々
御
賢
察
可
被
下
候
、
○
先
頃
愚
作
之
さ
よ
し
く
れ
、
備
中
藤
井
下
総
守
方
よ
り
三
五
ヶ
条
難
し
お
こ
せ
申
候
、
其
返
答
も
仕
度
候
而
、
少
々
認
置
候
へ
と
も
、
清
書
仕
候
暇
も
無
御
坐
候
故
、
今
便
ハ
さ
し
上
不
申
、
近
々
之
内
写
し
指
上
候
間
、
御
批
評
被
下
度
奉
頼
候
、
○
弘
ぬ
し
ゟ 
先
頃
手
帋
参
り
申
候
、
此
度
返
書
ニ
名
所
之
事
も
少
々
相
頼
置
申
候
、
尚
又
御
面
会
之
節
、
可
然
御
頼
置
可
被
下
候
、
御
社
之
御
考
、
貴
説
ハ
未
御
脱
稿
不
被
成
候
哉
、
早
々
拝
見
仕
度
候
、
今
般
京
ニ
て
学
問
所
御
建
立
被
遊
候
而
、
縉
紳
家
御
出
席
被
成
候
、
其
所
之
額
ニ
、
和
魂
漢
才
と
申
字
掲
ら
れ
候
と
か
世
ニ
ハ
申
候
、
是
ハ
か
の
菅
家
遺
誡
と
申
も
の
ニ
、
さ
る
事
出
候
よ
し
、
平
田
氏
之
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五
書
ニ
見
え
申
候
、
そ
れ
を
主
張
し
た
る
事
よ
り
起
り
候
よ
し
、
殿
下
ゟ 
御
疑
問
も
御
坐
候
処
、
薩
摩
屋
敷
之
八
田
知
紀
と
申
人
、
弁
書
を
作
り
て
呈
し
、
そ
れ
ニ
而
決
着
仕
候
と
そ
、
乍
去
か
の
菅
家
遺
戒
（
マ
マ
）一
覧
仕
候
処
、
全
く
偽
書
た
る
事
顕
然
た
る
物
ニ
て
、
決
而
大
神
の
御
作
と
ハ
見
え
不
申
候
、
尤
拙
き
も
の
ニ
御
坐
候
、
仍
之
、
そ
の
弁
も
作
ら
ま
ほ
し
く
候
へ
と
も
、
先
か
の
和
魂
漢
才
之
条
た
け
論
破
仕
候
而
、
京
人
ニ
見
せ
置
申
候
、
か
の
書
ハ
既
ニ
御
案
内
ニ
候
哉
、
貴
説
承
候
上
、
又
々
愚
考
可
申
上
候
、
菅
神
御
威
徳
掲
焉
お
ハ
し
ま
し
候
故
、
御
名
を
借
て
さ
ま
〳
〵
の
い
た
つ
ら
事
仕
候
者
も
出
来
候
事
、
歎
息
之
至
ニ
御
坐
候
、
○
御
近
辺
御
廻
り
被
成
候
ハ
、
此
節
ハ
相
済
申
候
哉
、
永
井
氏
ハ
今
以
帰
ら
れ
不
申
候
、
察
す
る
処
、
直
ニ
帰
国
致
さ
れ
候
哉
と
相
考
申
候
、
御
面
会
被
成
候
ハ
ヽ
、
爾
後
折
角
相
待
居
申
候
、
情
景
御
通
し
置
可
被
下
候
、
○
先
日
拝
借
候
地
理
之
書
、
延
引
多
罪
ニ
奉
存
候
、
何
分
ニ
も
地
つ
ゝ
き
、
一
わ
た
り
乍
御
面
倒
御
示
し
可
被
下
候
、
其
処
よ
り
あ
ら
〳
〵
稿
ヲ
立
置
申
度
候
、
奉
頼
候
、
○
書
外
い
ろ
〳
〵
申
上
度
候
へ
と
も
近
便
ニ
と
申
上
残
候
、
此
手
帋
御
一
覧
後
、
必
御
投
火
可
被
下
候
、
任
御
心
易
色
々
之
事
相
認
、
不
堪
汗
背
御
坐
候
、
乍
末
筆
尊
大
人
へ
宜
様
被
仰
上
可
被
下
候
、
此
度
ハ
御
無
音
申
上
候
、
恐
々
頓
首
　
　
八
月
十
一
日
 
広
道　
　
　
　
　
﹇
補
第
三
（
嘉
永
三
年
十
月
十
六
日
）﹈
一
六
・
〇
×
六
四
・
二
糎
九
月
八
日
御
認
之
辱
書
、
咋
十
五
日
正
勝
ゟ 
相
達
し
、
落
手
拝
見
仕
候
、
時
下
寒
冷
弥
増
候
処
、
弥
御
安
静
被
為
入
、
珍
重
之
至
奉
大
賀
候
、
広
島
御
分
袂
之
後
九
月
十
一
日
正
勝
、
正
道
同
船
、
宮
島
へ
渡
、
夫
ゟ 
独
行
ニ
而
岩
国
へ
参
賀
屋
氏
ニ
一
夕
逗
留
、
上
林
ニ
も
対
面
い
た
し
申
候
、
併
例
之
す
ハ
ら
う
し
さ
ニ
て
、
翌
夕
又
宮
島
へ
渡
、
其
翌
日
十
五
日
広
島
へ
帰
、
廿
一
日
同
処
発
帆
、
本
月
六
日
帰
宅
仕
候
、
船
中
殆
半
月
余
、
全
閉
口
仕
候
、
爾
後
少
々
不
快
ニ
居
申
候
、
且
雅
俗
用
輻
湊
抔
ニ
て
、
今
以
近
隣
へ
も
不
参
、
内
分
ニ
而
ひ
そ
ま
り
居
申
候
、
幸
明
後
日
広
島
船
帰
候
ニ
付
、
岩
国
へ
托
し
一
書
啓
上
仕
候
、
返
々
折
角
邂
逅
仕
候
処
、
校
合
一
件
も
有
之
且
錦
地
へ
参
、
緩
々
拝
顔
も
可
仕
考
ニ
而
、
肝
要
之
事
共
申
脱
し
、
遺
憾
此
事
ニ
御
坐
候
、
玉
石
集
春
部
ハ
丹
那
と
申
所
ニ
而
風
待
之
内
拝
見
、
市
川
生
へ
托
し
置
申
候
、
同
部
校
合
本
ハ
夜
前
秋
太
方
へ
遣
し
申
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
何
分
ニ
も
早
々
御
上
梓
御
出
板
奉
希
候
、
備
後
よ
り
翁
山
集
と
申
も
の
伴
雄
と
両
撰
に
し
て
撰
ひ
呉
候
様
、
申
来
居
申
候
、
且
又
春
夫
方
ニ
も
何
角
い
た
し
か
け
候
よ
し
承
候
、
ケ
様
の
も
の
ハ
早
キ
方
勝
利
有
へ
き
事
と
奉
存
候
間
、
連
々
御
促
し
可
被
成
候
、
○
尊
大
人
御
病
体
如
何
ニ
御
坐
候
哉
、
折
角
痛
心
仕
候
、
宜
様
御
見
廻
奉
頼
候
、
○
弘
氏
如
何
候
哉
、
未
何
方
へ
も
文
通
不
仕
候
付
、
無
音
仕
居
申
候
、
其
御
屋
敷
ハ
京
ニ
て
何
と
申
所
ニ
ヤ
、
御
示
し
可
被
下
候
、
○
隆
正
老
人
貴
宅
ニ
逗
留
色
々
御
世
話
被
成
、
認
物
ニ
て
五
六
金
も
手
ニ
入
候
由
、
御
働
之
至
と
奉
存
候
、
野
生
な
と
ハ
か
ら
う
し
て
五
六
金
持
帰
候
処
、
嚊
ニ
せ
か
ま
れ
み
な
ニ
な
り
猿
の
木
か
ら
落
た
る
体
ニ
御
坐
候
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
萩原広道の消息（補遺）
六
是
た
に
正
勝
色
々
周
旋
い
た
し
呉
候
而
、
実
ニ
莫
大
之
世
話
ニ
預
り
申
候
事
ニ
御
坐
候
、
御
序
ニ
可
然
御
謝
し
置
可
被
下
候
、
同
人
ハ
黙
々
た
る
人
故
、
誰
も
何
と
も
不
存
体
ニ
候
へ
と
も
、
本
末
哥
解
の
手
際
な
と
ハ
、
余
程
力
の
入
た
る
物
ニ
て
、
実
ニ
感
心
仕
候
、
か
し
こ
わ
た
り
ニ
て
ハ
決
而
あ
れ
ほ
と
の
人
物
ハ
有
ま
し
く
と
覚
、
今
少
し
功
能
を
も
顕
し
置
度
候
処
、
彼
家
ニ
逗
留
仕
候
故
、
何
角
諂
諛
ニ
賞
誉
す
る
如
く
聞
え
候
故
、
何
と
も
披
露
不
仕
候
、
を
り
〳
〵
御
引
立
被
成
候
様
ニ
と
奉
頼
候
、
哥
学
な
と
ハ
、
さ
ハ
い
へ
と
狭
き
事
ニ
候
へ
と
も
、
夫
た
に
ま
ほ
ニ
ハ
出
来
ぬ
時
節
、
本
末
解
の
大
論
ハ
実
ニ
感
心
也
、
○
野
之
口
著
述
古
伝
通
解
と
ハ
、
い
か
な
る
物
ニ
御
坐
候
哉
、
今
般
始
而
承
申
候
、
九
百
金
と
ハ
よ
ほ
と
の
金
高
如
何
な
る
事
ニ
成
候
ニ
ヤ
、
貧
生
ハ
一
驚
仕
候
也
、
追
々
御
き
か
せ
可
被
下
候
、
○
鳬
翁
へ
御
紹
介
之
事
承
知
仕
候
、
後
便
申
入
置
可
申
候
、
翁
丸
も
同
断
、
○
福
山
一
件
ハ
四
五
日
前
、
便
宜
ニ
申
遣
し
置
候
、
返
答
次
第
御
左
右
可
申
上
候
、
○
留
守
よ
り
何
角
貴
宅
へ
さ
し
上
候
由
、
御
役
介
恐
入
申
候
、
是
ハ
か
の
与
介
愚
妻
ニ
す
ゝ
め
て
富
海
へ
出
候
よ
し
、
達
而
申
候
よ
し
ニ
御
坐
候
、
地
理
不
案
内
故
色
々
の
事
ニ
成
、
佐
伯
君
へ
も
御
役
介
か
け
候
段
、
宜
御
謝
し
可
被
下
候
、
○
過
日
広
島
よ
り
一
書
呈
上
仕
置
候
、
定
而
相
達
し
可
申
と
奉
存
候
、
其
書
中
申
上
置
候
、
小
夜
時
雨
代
并
出
定
の
御
勘
定
、
火
急
ニ
被
成
下
候
様
奉
頼
候
、
毎
々
申
上
候
も
御
気
毒
、
且
思
召
も
憚
入
候
へ
と
も
、
当
地
之
経
廻
ハ
唯
金
子
の
信
義
一
辺
ニ
而
、
何
も
か
も
定
り
候
事
故
、
何
角
ニ
つ
け
別
而
心
配
多
く
、
さ
り
と
ハ
困
入
申
候
、
此
情
景
御
深
察
宜
奉
頼
候
、
先
日
壱
両
被
下
候
よ
し
ニ
候
へ
と
も
、
其
御
手
帋
ハ
今
以
参
り
不
申
候
、
い
か
な
る
事
ニ
候
哉
、
よ
く
〳
〵
御
吟
味
可
被
下
候
、
○
名
所
之
挙
ハ
先
日
申
上
候
通
、
御
小
閑
も
御
坐
候
ハ
ヽ
少
し
ニ
て
も
御
し
ら
へ
可
被
下
候
、
明
秋
ハ
必
参
り
穿
鑿
清
書
可
仕
と
奉
存
候
、
そ
れ
迄
ニ
て
宜
候
間
、
呉
々
奉
頼
候
、
何
分
ニ
も
御
様
子
伺
候
処
、
御
事
業
繁
く
殊
外
御
繁
務
と
相
見
候
間
、
強
て
ハ
御
頼
申
上
か
た
く
哉
ニ
奉
存
候
へ
と
も
、
猶
又
御
助
勢
可
被
下
候
、
○
書
外
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
先
差
当
り
用
事
斗
如
此
御
坐
候
、
呉
々
も
此
書
着
次
第
、
一
応
貴
答
急
便
ニ
奉
希
候
、
恐
々
頓
首
　
　
十
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
道
　
　
　
鈴
木
詞
宗
　
　
　
　
　
玉
几
下
　
　
尚
々
時
気
折
角
御
厭
専
要
奉
祈
候
、
先
日
可
相
願
候
処
、
　
　
後
会
を
た
の
み
失
念
仕
候
、
何
卒
玉
詠
十
首
余
り
、
　
　
谷
尺
ニ
御
し
た
ゝ
め
御
越
し
可
被
下
候
、
土
産
な
か
ら
人
ニ
遣
し
　
　
度
候
、
随
而
大
名
披
露
も
可
仕
置
候
間
、
呉
々
御
越
し
可
被
下
候
、
　
　
草
々
不
宣
﹇
補
第
四
（
嘉
永
四
年
一
月
二
十
日
）﹈
一
六
・
七
×
一
〇
三
・
四
糎
改
暦
之
御
慶
不
可
有
尽
期
申
収
候
、
先
以
崇
堂
御
揃
益
御
壮
健
可
被
成
御
超
歳
、
珍
重
之
至
奉
存
候
、
二
弊
屋
無
異
加
年
仕
候
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
先
ハ
年
甫
御
賀
儀
申
上
度
、
乍
延
引
如
斯
御
坐
候
、
猶
期
永
日
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
　
　
正
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
鹿
蔵
　
　
　
鈴
木
武
雄
様
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二
白
余
寒
折
角
御
自
愛
専
要
奉
祈
候
、
乍
末
筆
皆
様
へ
　
　
宜
御
致
声
奉
頼
上
候
、
○
旧
臘
十
三
日
之
芳
墨
、
廿
五
六
日
頃
高
橋
氏
御
持
参
候
て
拝
見
仕
候
、
早
速
御
返
事
可
申
上
候
処
、
迎
年
之
営
年
柄
ニ
て
別
而
忩
忙
ニ
居
申
候
、
案
外
延
引
仕
候
段
、
真
平
御
恕
免
可
被
下
候
、
尚
又
本
月
十
三
日
高
橋
氏
帰
路
訪
来
ニ
付
、
即
対
面
仕
、
一
時
余
相
咄
申
候
、
御
様
子
も
委
曲
承
申
候
、
其
刻
長
沢
附
属
之
手
帋
且
御
蔵
書
十
余
冊
、
か
の
人
ニ
嘱
し
返
上
仕
置
候
、
定
而
相
達
可
申
と
奉
存
候
、
其
刻
御
返
事
も
可
申
上
処
、
対
話
中
認
か
ね
候
故
、
竟
ニ
及
今
日
申
候
、
此
段
御
高
免
可
被
下
候
、
○
尊
大
人
御
病
気
如
何
被
為
在
候
哉
、
折
角
奉
案
候
、
随
分
御
保
護
専
要
ニ
奉
祈
候
、
且
老
兄
少
々
御
風
邪
の
よ
し
最
早
御
快
気
被
成
候
哉
、
寔
ニ
旧
臘
之
風
邪
ハ
日
本
国
中
之
流
行
ニ
而
、
遁
る
者
甚
希
な
る
事
ニ
御
坐
候
、
茅
屋
も
家
内
中
代
る
〳
〵
引
込
候
而
困
り
申
候
、
併
も
ハ
ヤ
全
快
仕
候
間
、
御
放
念
可
被
下
候
、
日
雇
、
髪
結
な
と
ハ
、
渡
世
ニ
も
か
ゝ
ハ
り
候
様
ニ
正
一
郎
ゟ 
申
こ
し
候
、
琉
球
人
の
風
と
か
申
な
ら
ハ
し
候
、
○
名
所
之
事
、
追
々
御
周
旋
被
下
候
由
奉
多
謝
候
、
呉
々
宜
奉
希
候
、
今
般
静
間
氏
よ
り
も
文
通
御
坐
候
而
、
か
し
こ
ニ
も
考
説
御
坐
候
由
、
追
々
助
勢
せ
ら
れ
候
よ
し
、
御
序
ニ
宜
し
く
御
謝
し
置
可
被
下
候
、
且
御
噂
之
近
藤
之
神
器
考
、
静
間
氏
も
二
段
斗
被
差
越
候
、
大
抵
ニ
集
り
候
ハ
ヽ
上
木
可
仕
候
、
費
用
の
心
当
も
あ
ら
か
し
め
い
た
し
置
申
候
、
然
ル
処
、
直
養
今
以
一
封
之
書
も
差
越
不
申
候
、
甚
不
審
之
至
ニ
御
坐
候
、
尚
又
さ
い
そ
く
申
遣
し
、
も
し
不
差
越
ハ
夫
ハ
夫
と
し
て
企
可
申
候
、
今
ハ
小
生
之
方
本
人
め
き
申
候
而
一
挙
不
仕
て
ハ
、
所
々
へ
分
解
た
ら
ぬ
事
ニ
相
成
こ
ま
り
入
申
候
、
何
分
ニ
も
か
の
草
稿
類
、
近
便
御
返
し
置
可
被
下
候
、
○
翁
山
集
の
事
御
た
つ
ね
、
是
ハ
未
巻
数
迄
ニ
ハ
及
ひ
不
申
候
、
い
つ
れ
長
哥
を
入
候
ハ
ヽ
、
よ
ほ
と
多
く
相
成
可
申
候
、
何
事
も
形
の
な
き
事
故
、
何
と
も
難
申
上
御
坐
候
、
か
し
こ
に
て
引
集
候
ハ
ヽ
、
伴
雄
と
両
人
一
巻
ツ
ヽ
撰
ミ
候
や
く
そ
く
ニ
仕
置
申
候
、
○
玉
石
集
之
事
承
知
仕
候
、
秋
太
へ
鴨
川
集
之
哥
の
事
、
早
々
弁
し
遣
し
置
申
候
、
其
後
ハ
未
逢
不
申
候
、
且
又
上
梓
早
々
御
せ
り
立
可
被
成
候
、
校
合
い
た
し
置
候
を
も
未
取
ニ
来
不
申
候
、
野
生
よ
り
も
せ
り
立
可
申
候
、
何
分
ニ
も
、
広
島
出
来
の
上
な
ら
て
ハ
動
か
ぬ
け
し
き
ニ
見
え
申
候
、
さ
て
太
右
衛
門
ニ
も
久
々
逢
不
申
候
、
す
へ
て
当
地
之
商
賈
ハ
平
生
多
忙
之
上
、
か
し
こ
ニ
得
手
の
事
な
け
れ
ハ
大
方
ハ
出
て
も
こ
す
、
参
り
て
も
逢
ず
と
申
様
の
も
の
ニ
て
、
近
所
な
か
ら
此
方
よ
り
も
余
り
参
不
申
候
、
旧
年
帰
郷
後
、
只
一
度
逢
た
る
斗
ニ
御
坐
候
、
是
ニ
而
万
事
御
高
察
可
被
下
候
、
是
非
あ
ハ
ね
ハ
な
ら
ぬ
事
御
坐
候
へ
ハ
、
五
六
日
前
よ
り
も
隙
を
聞
ニ
や
り
候
て
、
く
び
ぬ
け
の
な
ら
ぬ
様
ニ
不
致
候
て
ハ
間
ニ
合
か
ね
申
し
、
度
々
こ
ま
り
入
申
候
、
○
弘
氏
算
用
之
事
、
仰
之
通
ニ
仕
、
昨
冬
限
ニ
果
し
申
候
、
御
安
意
可
被
下
候
、
同
氏
ニ
も
水
門
集
と
い
ふ
も
の
出
来
の
よ
し
、
引
札
二
枚
も
ら
ひ
申
候
、
追
々
勧
進
可
仕
と
奉
存
候
、
併
此
表
の
哥
よ
み
な
と
申
も
の
ハ
、
奇
々
妙
々
の
気
と
り
の
も
の
ニ
て
、
下
手
ニ
て
も
舞
あ
か
り
た
る
か
、
恥
ら
ひ
た
る
か
知
れ
す
、
頓
と
何
事
ニ
も
尻
こ
み
し
て
哥
を
出
し
不
申
、
多
忙
之
中
こ
れ
を
勧
め
候
ニ
ハ
、
し
れ
つ
た
き
事
多
く
大
ニ
困
入
申
候
、
近
来
受
合
之
勧
進
事
取
集
メ
、
廻
状
を
ま
ハ
し
せ
り
立
可
申
と
存
居
申
候
、
○
犬
神
の
事
御
示
し
、
さ
て
〳
〵
奇
怪
の
邪
神
に
て
御
坐
候
、
六
十
六
部
か
主
人
の
留
守
ニ
、
に
え
湯
を
か
け
て
殺
し
た
り
と
申
話
、
広
島
ニ
て
承
候
、
さ
ら
ハ
形
あ
る
物
な
る
へ
し
、
奇
怪
千
万
之
至
ニ
御
坐
候
、
猶
委
し
く
承
置
候
而
小
説
な
と
ニ
書
候
ハ
ヽ
、
決
而
萩原広道の消息（補遺）
八
お
も
し
ろ
か
る
へ
く
と
存
候
、
○
近
藤
氏
ハ
、
今
般
西
国
漫
遊
ニ
出
ら
れ
候
よ
し
、
い
か
な
る
振
合
ニ
御
坐
候
哉
、
或
ハ
上
京
之
企
也
と
も
申
、
御
示
し
可
被
下
候
、
○
平
田
ノ
俗
神
道
大
意
ハ
、
巫
学
談
弊
と
申
も
の
ゝ
よ
し
、
ち
よ
と
一
見
仕
候
、
俗
間
の
神
道
を
粉
の
如
く
弄
し
砕
き
た
る
も
の
ニ
御
坐
候
、
俗
談
の
時
御
持
参
あ
ら
ハ
奇
妙
の
も
の
と
存
候
へ
と
も
、
実
に
書
と
も
し
く
一
向
出
来
り
不
申
候
、
き
ハ
め
て
高
価
な
る
へ
く
候
へ
と
も
、
出
次
第
買
取
置
さ
し
上
可
申
候
、
○
野
之
口
古
伝
通
解
ハ
、
御
覧
無
御
坐
候
よ
し
、
且
究
理
ノ
事
御
疑
ひ
御
尤
ニ
奉
存
候
、
愚
案
ニ
存
候
ニ
ハ
、
理
ハ
究
ら
ぬ
所
か
す
な
ハ
ち
神
の
神
た
る
所
ニ
て
、
幽
理
の
妙
用
と
存
候
也
、
然
ら
ハ
小
理
の
上
ハ
究
め
ら
る
へ
く
候
へ
と
も
、
汎
然
た
る
天
下
の
大
道
、
天
地
造
化
の
跡
ハ
究
め
ら
れ
ぬ
所
か
、
か
み
の
道
な
る
へ
き
ニ
ヤ
と
存
候
事
也
、
此
段
か
の
翁
の
説
と
ハ
相
反
し
候
事
故
、
討
論
ニ
も
及
不
申
候
、
貴
評
内
々
承
度
奉
存
候
、
拙
案
ニ
か
み
ハ
気カ　
ミ身
気
を
カ
と
い
ふ
事
、
影
、
霞
、
陽
炎
、
香
、
風
な
と
猶
多
く
御
坐
候　
 　
　
　
　
身
ハ
即
実
あ
る
謂
ニ
て
、　
身
字
ニ
限
る
事
ニ
ハ
あ
ら
ず
の
意
ニ
て
、
気
中
ニ
実
あ
り
て
理
の
存
す
る
中
よ
り
衆
々
の
妙
用
を
現
し
来
候
名
と
覚
申
候
、
さ
れ
ハ
神
道
ハ
、
人
智
ニ
測
ら
れ
ぬ
神
変
奇
異
を
体
と
し
て
、
天
地
の
造
化
を
尊
み
候
を
モ
ト
と
し
た
る
道
な
る
へ
く
と
存
候
事
也
、
此
段
か
く
斗
候
て
ハ
論
な
け
れ
と
尚
少
々
考
も
御
坐
候
、
異
日
拝
顔
之
節
委
曲
可
申
上
候
、
○
玉
詠
数
首
御
示
し
感
心
仕
候
、
も
ろ
こ
し
の
吉
野
ハ
よ
く
天
武
帝
ニ
ハ
ま
り
申
候
、
早
春
の
御
作
ハ
今
年
の
分
ニ
候
哉
、
お
も
し
ろ
く
承
申
候
、
愚
作
ノ
試
筆
、
は
る
ハ
き
ぬ
い
て
花
鳥
に
あ
く
か
れ
ん
あ
ら
ま
し
事
を
う
か
へ
て
そ
見
ん
と
仕
候
、
何
角
金
持
ら
し
く
候
へ
と
も
、
早
々
よ
り
す
ハ
る
事
も
忌
々
し
く
候
斗
ニ
御
坐
候
、
尚
四
五
首
御
坐
候
へ
と
も
、
皆
折
腰
也
、
○
本
太
郎
か
悪
口
御
示
し
被
下
、
今
に
は
し
め
ぬ
事
ニ
て
珍
ら
し
く
も
無
御
坐
候
へ
と
も
、
君
子
の
気
取
ハ
不
堪
捧
腹
候
、
畢
竟
ハ
閉
口
の
上
塗
な
る
へ
く
と
存
候
、
御
棄
置
可
被
成
候
、
寄
合
の
随
筆
な
と
ハ
、
い
と
も
童
け
た
る
事
の
様
ニ
申
居
る
へ
く
と
誇
体
如
見
候
へ
と
も
、
実
ハ
い
ふ
べ
き
事
の
一
事
も
な
き
な
る
へ
し
、
と
い
よ
〳
〵
を
か
し
く
候
、
折
々
御
せ
り
込
候
而
御
驚
か
し
可
被
成
候
、
伴
雄
へ
も
何
や
ら
つ
ま
ら
ぬ
事
申
遣
候
よ
し
ニ
而
、
立
腹
い
た
し
居
申
候
、
猶
か
の
辺
へ
参
候
ハ
ヽ
、
先
頃
の
返
事
を
責
て
腹
を
い
可
申
と
存
候
也
、
呵
々
、
隆
正
、
諸
平
を
先
た
て
ゝ
尻
馬
ニ
乗
た
る
も
大
笑
ひ
也
、
○
谷
尺
十
葉
御
越
の
よ
し
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
御
封
中
ニ
は
無
御
坐
候
、
此
段
為
念
申
上
置
候
、
○
書
外
色
々
御
坐
候
へ
と
も
、
先
貴
答
斗
如
斯
御
坐
候
、
爰
元
様
子
ハ
高
橋
氏
よ
り
御
伝
聞
可
被
下
候
、
省
略
仕
候
、
尚
追
々
可
申
上
候
、
草
々
不
具
　
　
○
又
申
上
候
、
与
介
事
先
頃
度
々
参
候
ニ
付
、
御
伝
言
　
　
申
通
置
候
、
猶
又
宜
申
上
候
様
申
出
候
、
案
外
質
朴
人
ニ
而
　
　
を
り
〳
〵
用
事
ハ
な
き
か
と
申
し
て
立
寄
申
候
也
、
﹇
補
第
五
（
安
政
二
年
八
月
五
日
）﹈
一
六
・
一
×
一
四
五
糎
一
翰
呈
上
仕
候
、
漸
微
冷
相
催
候
処
、
御
揃
弥
御
安
静
被
為
在
奉
大
賀
候
、
先
日
中
ハ
度
々
御
書
被
下
候
処
、
五
月
廿
四
日
出
宅
、
又
々
尾
張
、
美
濃
辺
迄
参
居
申
候
、
や
う
〳
〵
去
月
廿
七
夜
帰
坂
仕
候
ニ
付
、
毎
々
貴
答
延
引
仕
候
段
、
御
宥
免
可
被
下
候
、
御
子
息
様
御
帰
省
之
一
条
、
先
頃
ゟ 
度
々
承
候
ニ
付
、
其
通
相
考
居
候
処
、
兎
角
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宜
敷
便
も
無
之
、
或
ハ
同
道
致
候
と
申
人
俄
ニ
参
り
、
今
夜
乗
船
な
と
ゝ
申
候
由
ニ
て
毎
々
及
遅
引
、
さ
そ
〳
〵
御
案
可
被
成
と
奉
察
候
、
夏
祭
な
と
つ
い
て
ニ
御
見
物
候
て
も
宜
候
な
と
、
荊
妻
と
も
ゝ
申
候
ニ
付
、
い
か
さ
ま
そ
れ
も
宜
な
と
申
置
候
て
遠
遊
致
候
、
其
留
守
ニ
も
よ
き
便
あ
ら
ハ
御
帰
候
様
ニ
と
申
置
候
へ
と
も
、
さ
し
て
妙
便
も
無
御
坐
候
由
ニ
て
今
日
ニ
及
ひ
申
候
、
今
般
貴
家
へ
御
出
入
申
上
候
船
頭
参
候
由
ニ
て
、
御
帰
省
ニ
相
決
候
、
仍
而
一
封
託
し
さ
し
出
申
候
、
委
曲
之
事
ハ
直
ニ
御
聞
取
可
被
下
候
、
夫
故
省
略
仕
候
、
拙
生
御
送
り
申
可
参
哉
と
も
相
考
候
へ
と
も
当
年
ハ
二
月
中
旬
よ
り
湯
治
ニ
参
、
三
月
中
旬
帰
宅
、
又
四
月
望
よ
り
伊
勢
へ
出
か
け
、
五
月
十
三
日
中
も
と
り
致
し
、
又
々
廿
四
日
ニ
出
行
今
ニ
及
候
故
大
方
宿
ニ
ハ
居
不
申
候
、
何
や
か
や
と
大
支
へ
ニ
御
坐
候
故
、
乍
残
念
得
参
不
申
候
、
藍
田
も
今
以
御
近
辺
ニ
居
候
よ
し
、
何
分
宜
御
世
話
奉
頼
候
、
同
人
留
守
も
無
恙
の
よ
し
、
昨
日
尋
さ
せ
候
間
宜
御
通
達
可
被
下
候
、
○
鶴
屋
分
金
子
弐
歩
御
越
被
下
、
慥
ニ
落
手
仕
候
、
全
躰
貴
家
ゟ 
申
受
候
筋
ニ
ハ
無
御
坐
候
へ
共
、
手
元
困
り
居
候
故
、
先
ニ
申
受
置
候
、
宜
御
通
達
可
被
下
候
、
跡
も
早
々
さ
し
こ
し
呉
候
様
、
被
仰
付
可
被
下
候
、
同
人
へ
も
壱
通
別
ニ
差
出
可
申
処
、
帰
郷
後
ニ
而
内
外
誠
ニ
多
忙
ニ
居
申
候
、
無
音
仕
候
様
宜
敷
御
通
し
置
可
被
下
候
、
直
段
ま
け
て
く
れ
と
申
事
も
申
来
居
候
へ
と
も
、
今
更
そ
れ
ハ
相
成
不
申
候
間
、
此
段
宜
御
通
し
可
被
下
候
、
書
林
へ
渡
候
分
も
江
戸
金
三
十
目
と
申
定
ニ
而
、
爰
元
之
金
弐
歩
ニ
御
坐
候
間
、
此
旨
わ
か
り
候
様
御
達
し
可
被
下
候
、
且
又
余
り
居
申
候
分
も
有
之
と
か
、
左
候
ハ
ヽ
本
ニ
而
戻
し
呉
候
て
も
宜
候
間
、
其
段
火
急
ニ
相
弁
候
様
御
達
し
置
可
被
下
候
、
○
長
沢
伴
雄
事
六
月
五
日
揚
り
屋
入
被
仰
付
候
由
、
委
し
き
事
ハ
承
不
申
候
へ
と
も
、
蟄
居
中
不
慎
且
不
孝
と
申
条
も
有
之
哉
、
或
ハ
上
向
之
書
籍
を
取
込
候
故
な
と
ゝ
も
申
候
、
其
節
之
様
子
ハ
金
子
六
郎
子
帰
り
か
け
ニ
拙
家
ヘ
立
寄
、
被
咄
候
と
申
候
事
承
申
候
、
定
而
御
聞
可
被
成
と
奉
存
候
、
同
人
事
近
来
別
而
懇
意
ニ
致
候
所
、
右
之
次
第
ニ
成
殆
失
面
目
申
候
、
い
か
な
れ
ハ
我
国
の
学
者
ハ
、
如
此
無
持
操
人
斗
ニ
候
哉
、
大
道
之
た
め
可
長
歎
事
斗
ニ
御
坐
候
、
八
木
立
礼
と
申
者
も
若
狭
小
浜
ニ
居
申
候
、
つ
ま
ら
ぬ
事
有
て
追
出
さ
れ
、
江
州
大
溝
近
辺
之
村
ニ
居
候
処
、
百
姓
訴
訟
之
し
り
お
し
を
い
た
し
、
願
書
之
案
文
書
候
よ
し
吟
味
ニ
相
成
、
夫
ゟ 
身
上
糺
さ
れ
候
処
、
旧
悪
及
露
顕
代
官
所
へ
被
召
捕
、
京
之
牢
ニ
入
、
夫
ゟ 
江
戸
へ
お
く
ら
れ
候
な
と
ゝ
風
聞
承
申
候
、
彼
等
ハ
元
来
歯
牙
ニ
懸
候
ほ
と
の
事
な
ら
ね
と
も
、
此
方
之
道
の
為
ニ
ハ
大
害
之
至
ニ
御
坐
候
、
其
外
山
田
泰
平
、
贋
本
居
な
と
申
者
と
も
沢
山
ニ
偏
（
マ
マ
）歴
い
た
し
居
申
、
い
つ
れ
も
〳
〵
あ
し
き
事
斗
い
た
し
候
由
、
さ
つ
ま
の
本
田
某
と
申
者
も
重
胤
を
欺
き
た
る
よ
し
、
先
日
申
越
候
、
去
々
年
も
六
人
部
是
香
を
大
ニ
だ
ま
し
た
る
男
ニ
御
坐
候
、
か
様
之
徒
能
々
萩原広道の消息（補遺）
一
〇
御
用
心
、
妄
ニ
御
よ
せ
付
被
成
ま
し
く
と
奉
存
候
、
惣
体
皇
国
学
の
書
生
や
う
の
者
、
不
行
跡
と
高
慢
を
遁
れ
た
る
ハ
一
人
も
な
き
様
な
る
ハ
、
い
か
な
る
事
ニ
候
哉
、
さ
り
と
ハ
〳
〵
苦
々
敷
事
ニ
御
坐
候
、
○
今
般
京
よ
り
近
江
、
伊
賀
、
伊
勢
、
尾
張
、
美
濃
辺
は
い
く
わ
い
致
し
候
へ
と
も
、
格
別
妙
な
る
人
ニ
も
逢
不
申
候
、
又
い
つ
方
も
は
や
り
候
様
ニ
て
も
、
例
の
人
少
ニ
御
坐
候
、
聞
及
た
る
と
ハ
い
つ
れ
も
〳
〵
相
違
い
た
し
居
申
候
、
何
分
ニ
も
御
存
之
旅
き
ら
ひ
、
炎
天
ニ
出
あ
る
き
候
而
、
さ
り
と
ハ
〳
〵
困
果
申
候
、
三
十
両
斗
つ
か
へ
候
故
ま
う
け
ニ
出
候
処
、
廿
両
も
と
れ
不
申
候
、
さ
り
と
ハ
漫
遊
と
か
申
事
斗
致
候
人
ハ
、
別
ニ
妙
術
あ
る
事
と
感
心
致
候
、
御
一
笑
可
被
下
候
、
添
書
な
と
申
物
持
参
候
て
、
御
高
名
承
及
候
、
な
と
ゝ
申
て
人
の
方
へ
参
候
事
ハ
、
此
度
始
て
一
二
度
い
た
し
申
候
処
、
案
外
不
面
白
も
の
故
、
添
書
ハ
四
五
十
持
な
か
ら
皆
々
止
て
か
へ
り
申
候
も
、
我
な
か
ら
を
か
し
く
候
、
何
分
ニ
も
か
ん
し
ゃ
く
持
ニ
て
ハ
出
来
ぬ
仕
事
也
、
御
憐
察
御
大
笑
可
被
下
候
、
○
金
屋
丈
右
衛
門
と
申
人
よ
り
今
般
文
通
有
之
候
、
是
ハ
兼
而
被
仰
下
候
、
物
集
と
申
人
歟
と
奉
存
候
、
仍
而
返
書
一
通
認
候
間
、
御
便
ニ
御
達
し
可
被
下
候
、
已
後
ハ
出
し
所
聞
置
候
而
、
御
煩
労
ハ
相
か
け
申
ま
し
く
候
、
○
先
日
ハ
、
干
河
豚
沢
山
ニ
被
下
候
よ
し
、
留
守
ニ
而
皆
々
用
ゐ
尽
候
由
、
私
ハ
風
味
存
不
申
候
へ
と
も
何
分
御
懇
志
奉
拝
謝
候
、
此
方
よ
り
ハ
い
つ
も
〳
〵
御
無
音
恐
入
奉
存
候
、
○
御
子
息
様
半
年
余
御
逗
留
ニ
候
処
、
何
一
ツ
御
教
示
も
不
申
候
、
甚
不
本
意
之
至
ニ
御
坐
候
、
今
更
申
訳
か
ま
し
く
候
へ
共
、
去
年
ハ
い
た
つ
ら
ニ
暮
果
、
当
春
ハ
正
月
末
御
上
坂
之
由
ニ
付
其
儘
ニ
い
た
し
、
其
後
も
追
々
御
上
坂
延
々
ニ
相
成
候
故
、
今
少
し
の
事
と
存
、
他
へ
も
御
出
候
様
ニ
も
は
か
ら
ひ
不
申
候
、
何
と
も
な
く
徒
ニ
月
日
相
立
候
事
あ
た
ら
し
く
候
へ
と
も
、
勢
ひ
無
詮
方
御
坐
候
、
此
段
ハ
よ
く
〳
〵
御
賢
察
、
等
閑
御
咎
ハ
被
下
ま
し
く
候
、
且
又
御
費
用
等
之
事
、
与
介
弁
候
由
ニ
て
彼
是
周
旋
い
た
し
候
由
、
気
毒
ニ
存
候
故
、
達
而
留
候
へ
と
も
、
彼
ハ
一
概
な
る
男
ニ
て
独
呑
込
候
而
、
頓
と
承
知
不
仕
候
、
尤
拙
生
と
ハ
格
別
相
談
も
不
致
、
愚
妻
へ
斗
何
事
も
談
候
由
、
拙
帰
郷
後
も
し
ミ
〳
〵
と
ハ
逢
不
申
候
位
の
事
ニ
て
、
扨
々
不
本
意
之
至
ニ
御
坐
候
、
是
等
之
事
ハ
御
子
息
様
ゟ 
情
景
く
ハ
し
く
御
聞
取
可
被
下
候
、
○
御
塾
生
之
由
、
岩
坂
何
と
か
申
人
、
先
日
突
然
手
紙
差
越
し
、
御
上
坂
之
様
子
尋
ニ
来
候
由
、
今
年
ハ
先
御
見
合
候
由
答
遣
し
置
申
候
、
其
後
京
ニ
て
、
知
恩
院
坊
官
森
田
相
模
ニ
逢
候
而
承
候
処
、
同
人
世
話
ニ
而
江
州
八
幡
西
川
善
六
方
へ
学
問
ニ
遣
候
処
、
同
所
ニ
て
も
、
ち
と
酒
か
過
候
と
か
ニ
て
帰
来
候
故
、
夫
故
ア
キ
寺
を
か
り
入
置
候
処
、
何
と
か
し
て
其
寺
入
用
と
申
事
出
来
断
候
由
、
此
節
ハ
京
中
ニ
何
方
か
寓
居
い
た
し
候
由
申
事
ニ
候
、
其
後
八
幡
へ
参
候
而
、
旧
友
山
下
清
臣
方
ニ
止
宿
之
節
其
段
咄
候
処
、
善
六
へ
尋
来
候
ニ
付
、
即
山
下
方
ニ
さ
し
置
世
話
致
候
へ
と
も
、
兎
角
大
言
と
酒
と
ニ
こ
ま
り
、
度
々
異
見
い
た
し
候
へ
と
も
、
用
ゐ
不
申
候
故
、
無
拠
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一
断
遣
候
由
申
候
、
右
様
之
人
弥
御
塾
生
ニ
候
哉
、
何
分
こ
ま
り
た
る
も
の
ニ
御
坐
候
、
静
枝
君
ハ
御
存
な
き
人
の
よ
し
承
候
、
○
書
外
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
例
の
忩
忙
ニ
而
、
先
如
此
斗
申
留
候
、
委
曲
之
事
ハ
、
又
々
後
便
可
申
上
候
、
乍
末
御
家
内
様
方
へ
宜
様
御
致
声
可
被
下
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惶
頓
首
　
　
八
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
道　
　
　
　
　
 
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
老
雅
伯
　
　
　
　
　
　
玉
案
下
　
　
尚
々
時
気
せ
つ
か
く
御
い
と
ひ
可
被
成
候
、
御
届
も
の
ハ
　
　
夫
々
留
守
ゟ 
相
達
候
由
ニ
御
坐
候
、
土
佐
早
崎
よ
り
　
　
宜
申
上
候
様
申
こ
し
候
、
以
上
﹇
補
第
六
（
年
未
詳
二
月
一
日
）﹈
一
六
・
三
×
四
七
・
一
糎
御
文
拝
し
ま
ゐ
い
ら
せ
候
、
御
示
の
こ
と
く
め
つ
ら
し
き
雪
の
け
し
き
ニ
候
所
、
あ
へ
な
く
消
行
て
さ
ふ
さ
の
ミ
た
へ
か
た
く
と
ち
籠
り
ゐ
ま
ゐ
ら
せ
候
、
過
し
こ
ろ
上
京
の
事
御
聞
被
下
候
よ
し
、
少
々
俗
用
も
あ
り
、
か
た
〳
〵
に
て
参
候
故
、
格
別
お
も
し
ろ
き
事
も
承
不
申
候
、
か
の
万
灯
会
の
哥
も
あ
ま
り
承
不
申
候
、
祇
園
町
再
興
の
哥
と
て
一
ツ
二
ツ
聞
候
へ
と
も
、
過
し
こ
ろ
式
部
参
候
よ
し
な
れ
ハ
、
さ
そ
御
聞
可
被
成
と
長
広
な
と
の
ハ
不
申
上
候
、
　
　
み
し
め
縄
か
け
し
ね
か
ひ
も
い
に
し
へ
に
　
　
　
か
へ
り
て
な
ひ
く
春
の
は
つ
風　
　
　
　
長
沢
伴
雄
　
　
か
れ
ぬ
へ
く
お
も
ひ
し
か
も
の
河
柳
　
　
　
眉
つ
く
り
す
る
春
ハ
き
に
け
り　
　
　
　
桂
有
彰
な
と
承
候
外
ハ
大
方
わ
す
れ
申
候
、
お
の
れ
も
　
　
か
も
川
の
ふ
る
ね
の
柳
ま
た
も
え
て
　
　
　
よ
そ
の
春
さ
へ
な
ひ
け
つ
る
か
な
な
と
申
候
へ
と
も
殊
に
わ
ろ
き
哥
也
、
万
灯
を
も
　
　
神
垣
ハ
梅
か
ゝ
の
み
か
と
も
し
火
の
　
　
　
は
な
の
ひ
か
り
も
天
に
み
ち
つ
ゝ
と
申
く
ら
ゐ
の
事
ニ
而
帰
り
申
候
、
御
笑
可
被
下
候
、
○
別
紙
講
説
之
大
意
、
一
枚
さ
し
上
申
候
、
是
ハ
少
々
存
寄
も
御
坐
候
て
、
ち
と
角
力
め
き
候
へ
と
も
七
日
斗
か
間
、
興
行
仕
候
、
御
女
中
さ
ま
か
た
ニ
て
ハ
如
何
と
存
上
候
へ
と
も
、
又
々
御
心
安
き
方
ニ
志
あ
る
人
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
御
勧
メ
置
可
被
下
候
、
何
分
つ
め
て
聞
ニ
来
候
や
う
ニ
ハ
、
御
申
置
可
被
下
候
、
当
地
ハ
何
事
も
早
く
や
め
候
所
ニ
て
こ
ま
り
入
申
候
、
此
段
く
れ
〳
〵
御
た
の
み
申
上
お
き
候
、
余
の
事
ハ
又
々
後
音
可
申
上
候
、
大
急
キ
例
の
乱
筆
御
ゆ
る
し
可
被
下
候
、
め
て
度
か
し
く
　
　
二
月
朔
日
　
　
　
鶴
子
さ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
み
ち
　
　
　
　
御
も
と
に
